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要　旨
スマートフォンやタブレットなど「スマートデバイス」の普及は目覚ましく、コンシューマ・企業においてそ
の利活用が進んでいます。このスマートデバイス上でさまざまなサービスが展開され、サービスの競争の激し
さ・複雑さが増している状況のなか、必要となるソリューションがワンストップで提供され、そのソリュー
ションを活用し、付加価値のあるサービスを生み出すことが求められています。本稿ではこのような市場環境
に対して、NECが提供するスマートデバイス向けクラウド型サービスソリューションによる取り組みについて
記述します。
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1. まえがき
 

近年における「スマートデバイス」（スマートフォンやタ
ブレットなど端末の総称）の普及は目覚ましいものがありま
す（ 図1 ）。高機能なスマートデバイスに対して、キャリ
ア・各種サービス事業者など幅広いビジネスプレイヤーが、
さまざまなサービスを提供することに注目し、ビジネスを活

図1   スマートデバイス販売台数予測

性化させています。
そのような状況において、サービスを低コストかつ短期間
で立ち上げて提供することがビジネスプレイヤーの重要な課
題となっています。この課題の解決手段としてクラウドサー
ビス（XaaS）が注目されており、今後市場規模が拡大してい
くと予想されています。
本稿では、このような市場環境に対して、NECが取り組ん
でいるスマートデバイス向けクラウド型サービスソリュー
ションである「Smart Mobile Cloud」（以下、SMC）について
記述します。

2. Smart Mobile Cloudの概要
 

SMCは大きく3つのレイヤに分かれています（ 図2 ）。こ
れらのレイヤコンポーネントを柔軟に組み合わせることで、
拡張性があるサービスの組み立てが可能となっています。こ
れにより、ビジネスプランや目的に応じた幅広いニーズに対
応したソリューションの提供を可能とし、サービス立ち上げ
からサービス運用・運営に関わるトータルソリューションを
提供します。
以降の章で、それぞれのレイヤでの取り組み並びに特徴に
ついて述べます。
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図2   Smart Mobile Cloud ソリューション構成

3. 各レイヤの取り組み・特徴
 

3.1 SaaSレイヤでの取り組み・特徴

SaaSレイヤでは、スマートデバイスが持つオープン&モビ
リティの価値を活用するためのサービスを提供します。本章
では、スマートデバイスを活用したスマートコミュニケー
ション支援ソリューションを取り上げます。
・ スマート コミュニケーターCatch!
本ソリューションでは、スマートデバイスにある加速度
センサの情報から連絡相手の状況（徒歩、車移動中、電
車移動中など）を推測し、スマートなコミュニケーショ
ンを提供します（ 図3 ）。
スマートデバイスを使ったコミュニケーションにおいて、
状況の判断と最適なコミュニケーション手段の推薦、返
信テンプレート選択機能を提供することで、効率的なコ
ミュニケーションを支援します。また、この状況判断技
術を応用することで、スマートデバイスの最適なネット
ワーク通信環境を自動で選択することも可能です。ス
マートデバイスは3G、Wi-Fiなどさまざまな通信手段が
用意されているため、状況に応じた最適な通信手段を選
択することによって、デバイスのバッテリ負荷やキャリ
アのネットワーク負荷の軽減に貢献します。

・ ソーシャルコミュニケーター「わ」
スマートデバイスにおける利用頻度の高いサービスとし
てSNS（Social Networking Service）が挙げられます。

図3   スマート コミュニケーターCatch!のサービスイメージ

図4   「わ」のサービスイメージ

近年はTwitter・Facebook・mixiなどのさまざまなSNSが
存在するとともに、Googleニュース・YouTube・はてな
ブックマークなど便利なWebサービスが多数存在します。
これらの利用頻度の高いサービスに個別にアクセスする
のではなく、情報を一括に管理し、使いやすいユーザー
インタフェースを備えたコミュニケーションアプリを提
供するものが「わ」です（ 図4 ）。「わ」の活用により、
スマートデバイスにおけるスマートな情報管理を実現し
ています。

3.2 BaaS （Backend as a Service）レイヤでの取り
組み・特徴

BaaSレイヤでは、サービスを展開するうえで必要な機能を
部品化し、サービス開発基盤として提供しています。具体的
な機能としては、認証・課金・決済・ポイント管理などの機
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図5   BaaS機能の概要図

能部品が挙げられます。サービスを行ううえで、会員認証、
サービス課金・決済やポイントサービスは、どのようなサー
ビスにおいても必要です。これらの機能をサービス事業者が
ゼロスタートで開発するのではなく、SMCのBaaSソリュー
ションとして提供される機能部品を活用することで（ 図5 ）、
サービスアプリの開発負荷が軽減され、サービスの付加価値
要素創出へのリソース集中が可能になります。
サービス開発基盤で提供する機能は、弊社がキャリア・業
種サービスシステム開発から培ったノウハウと、ネットワー
ク サービス基盤ソフトウェア「NC7000シリーズ」を活用して
います。機能の複雑性や難易度の高い要素はユーザーに見せ
ず、高品質な多数の機能を簡単・安全に利用できるAPIを提供
しています。
また、サービス開発機能の効率化だけでなく、サービスの
立ち上げから運用に至るまで支援できるように、運用・運営
を支援する機能・サービスも提供しています。これらの機能
は業務運用・運営基盤と定義しており、ワークフロー（手
順）を定型化・自動化することで、サービス運営に関わる業
務負荷を軽減し、サービスのPDCAサイクルの高速化を実現し
ます（ 図6 ）。

3.3 IaaSレイヤでの取り組み・特徴

IaaSレイヤでは、成長予測の難しいサービス事業において、
サービスの成長度合いに応じたITリソースをスピーディに確
保できる柔軟性を提供します。システム可用性、拡張性を担
うとともに、システムの監視運用に関わる機能を共通基盤化
して提供することで、サービスシステムごとに個別にかかっ
ていた設計・構築・テストを効率化するとともに、ITリソー
スのオペレーションやメンテナンスコストの低減を実現して

図6   業務運用･運営基盤活用例

います。
パブリッククラウドIaaS市場にはさまざまなサービスがあ
りますが、品質保証のないサービスであったり、利用前には
正確な支払い金額が分からず、細かく従量課金されるために
結果的に料金が割高となるなどの傾向があります。
弊社ではキャリアシステムインフラ提供のノウハウを織り
込むことで、キャリア向け電気通信設備の代替としても利用
可能なレベルでのサービス品質を提供可能であり、安心・安
全なIaaSを提供しています。また、リソース配分管理・配分
提供を行うことで、行き届いた利用状況の管理を実現してい
ます。
今後、サービス拡張シミュレーションや評価テストの自動
化、他のIaaSサービスと互換性が高いプラットフォーム構築
により、サービス事業者が柔軟にサービス移行やサービス拡
張が可能なプラットフォームを目指しています。

4. SMC活用サービス例
 

4.1 サービスへの集客・収益向上

SMCでは、スマートデバイスで提供されるサービスに関連
した情報要素が、SNS上のユーザー間でどのようにやり取り
されているかを取り込み、ライフログやソーシャルグラフと
して活用することで、サービスの新たな価値を創造します。
具体的には、インフルエンサー（他のユーザーに影響を与え
やすいユーザー）の分析や、セレンディピティ（気付いてい
ない潜在的な興味）の発見を支援し、その情報を適切にサー
ビス利用者・サービス提供者にフィードバックすることで、
双方にとって新たなパーソナライズ価値・効果を提供します。
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また、リテイルの業界ではO2O（Online to Offline）サービス
が近年話題となっており、コンシューマのスマートデバイス
と連携して、店舗への集客・購買を支援するサービスが注目
を浴びています。スマートデバイスの位置情報をWi-Fiや音波
機器を用いて検知し、その情報と連携してポイントやクーポ
ンの付与、メッセージの送信、ユーザー利用履歴などのデー
タ分析やゲーミフィケーション要素を取り入れた再来店の仕
掛けを、SMCを用いることにより実現可能です。これにより
利用者・店舗双方にとってWin-Winの関係を構築可能な経営戦
略を立てられるようになります。

4.2 IaaSサービスの付加価値・差別化要素の提供

前述したIaaSレイヤビジネスにおいて、IaaS基盤の差別化が
難しく、価格競争に陥りがちという課題があります。一方、
利用者側からは、ユーザープロビジョニングを含めたIaaS
サービスの利用開始までのリードタイムを短縮したい、きめ
細かな料金プランが欲しいなどのニーズがあります。このよ
うなIaaS事業者に対して、SMCのBaaSソリューションを活用
し、認証・課金基盤の整備を行うことが可能です。これによ
り、IaaS利用者・管理者双方にとってより便利で、ビジネス
競争力の高いサービスを実現します。

4.3 マーケットプレイス

スマートデバイス向けの複数サービスをマーケットプレイ
スとしてまとめあげ、サービスのマッシュアップを行うとと
もに、定額制などの利用しやすい形式で提供することで、新
たなビジネスを提供する事業者に対して、マーケットプレイ
スに必要なポータル・ユーザー管理・ユーザー認証・複数の
サービサーへの収益分配課金・利用状況分析など必要な機能
をSMCで提供可能です。これにより、新たなマーケットビジ
ネスの迅速な立ち上げと、その後のサービス運用・運営に貢
献します。

5. 今後の展開について
 

今後スマートデバイスは進化し、多様化すると考えていま
す。さまざまなOS・ブラウザ・デバイスに対してサービスの
提供を行うことが今後よりいっそう求められ、マルチOS・マ

ルチブラウザはもちろんのこと、ユーザーエクスペリエンス
の向上が求められます。このような潮流に対し、HTML5を活
用した技術や、スマートデバイス向けのSDKやライブラリの
整備を行うことで、より便利で簡単にSMCを利活用できるこ
とを目指しています。
また、弊社の持つ「ビッグデータ」「M2M」「ソーシャル
メディア活用」ソリューションとの連携を強化することで、
弊社のトータルソリューションの更なる価値向上を図ります。

6. むすび
 

スマートデバイスを安心・安全に、そしてより便利に活用
できる社会の実現のために、SMCはスマートデバイスサービ
スの企画・開発・配信・運用・メンテナンスまで一元化し、
ソリューションをワンストップで提供します。
SMCは新たなビジネスの創出基盤として、進化し続けてい
きます。
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